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図 一4 セブンーイレブンの第5 次総合店舗情報システム
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）通商産業省商工統計課で3 年毎に実施している「平成6 年商業統計調査」によれば、小売業におけ る全国
商店数は、150万店で、平成3 年6 月1 日から平成6 年5 月31 日までの3 年間で、10万6 千店と過去最高の
減少を記録し、昭和60年の調査以降減少傾向が続いている。詳しくは、通商産業省大臣官房統計部編『平
成6 年商業統計表第1 巻産業編』概要p.46 を参照されたい。2
）セブンーイレブソのコンビュエンスシステムの導入の経緯や方法については次の文献 が詳しい。
・野村秀和『日本のビッグ・ビジネス イトーヨーカ堂・セブ ンイレブン』大月書店、1997 年、pp.3-4.
・IYGROUPr 四季報第55号Summer 』1997 年、p.3.3
）M.E. ポーター。（土岐坤他訳『競争優位の戦略』ダイヤモンド社、1986 年、p.16. ）を参照されたい。4
）変化への対応と不断のイノーベーショソがリーダー鈴木敏文の経営哲学であり、自己差別化によって競争





） セブソーイレブソは新システムが稼動することによって、全国の全店舗が情報ネット ワーク化 され、商 品
情報や販売ノウハウを動画像にして各店舗へ送信し、消費者ニーズに迅速に対応した売り場作 りが可能と









［8 ］緒方和行『セブソーイレブソ、イトーヨーカ堂の流通革命情報』（TBS ブリタニカ、1995 年）。
［9 ］石川昭『戦略情報システム入門』（日本経済新聞社、1986 年）。
［10 ］S.L. ゴールドマン他、野中郁次郎監訳『アジル・コンペディジョン』（日本経済新聞社、1996 年）。
［11 ］M.E. ポーター、土岐他訳『競争優位の戦略』（ダイヤモンド社、1982 年）。
［12 ］p. コトラー・G. アームストp ング、和田・青井訳『新版マーケティング原理』（ダイヤモンド社、1995年）。
（1998 年1 月22 日受 理）
